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	平成30年度第3回デ活シンポジウム
	「災害拠点となる建物に要求される耐震性能」
	日時　平成30年12月5日（水）10:00～12:10
	場所　全国町村会館　2階ホール

	【挨拶】
	竹内　英（文部科学省研究開発局　地震・防災研究課長）


